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柳川：お時問が限られていますので、コーヒーを一杯頂いたらすぐ始め費
　　　せて頂きたいと存じます。前に『クローズアップ競代』のときにも
　　　お伺いしたのですが、私、経営学をやっておりますので、非常に関
　　　心があるのはTV番組というものはどうやって作っているんだろう
　　　かという所にあるんです。結局、企業で申しますと、製品を企画し
　　　て、研究開発をして、最終製品にするまで、いくつかのプロジェク
　　　トが動いていると思うんですが、走らせながら作っていらっしゃる
　　　わけですが、そのとき『プロジェクトX』という番組をNHK全体の
　　　番組の中ではどういうふうに自分たちで位置づけておられるのだろ
　　　うか、例えば『紅白歌合戦』がございますね、この『紅白歌合戦』
　　　は基本的にその年人気のあった歌手の方たちを総動員して聞かせる
　　　ということですから、外国の有名ブランド品を集めた百貨店のよう
　　　なものだと私は見ているのですが、片一方で『のど自慢』がござい
　　　ますね、ごく普通の方が人生で一度、結婚式以外でスポットライト
　　　を大きく浴びる、そういうふうな番組だと、いう風な規定の仕方がで
　　　きると思いますが、そうしますと『クローズアップ現代』ですと、
　　　現代の非常に関心の高いものを30分にカチッと押さえて提供する問
　　　題提起番組ですね。それに対して『プロジェクトX』は非常に感動
　　　的な話が多いですよね、私も学生に見せて学生が感動していたのは、
　　　例えば伏見工業の話やセブン・イレブンさん、私はセブン・イレブ
　　　ンの論文も書いているんですが、ああいう最初のビジネスの立ち上
　　　げ話を聞いて、今のしらけた学生が泣くんです。非常に感動的なお
　　　話にされておられますが、そういった位置づけのときに、『プロジェ
　　　クトX』は『挑戦者たち』というサブタイトルになっておりますけ
　　　れども、基本的にどういうテーマでどういうふうにトータルに
　　　NHKの番組の中では自分のところのポジショニングを決めておら
　　　れるのか教えて頂きたいのですが
今井：反響から言って、逆になるかもしれませんけれども、圧倒的に反響
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の大きい番組なんですよ。つまり多いときには2000くらいの、全国
で1番くらいの問い合わせが来るという、いろいろなTVの番組の
反響と桁が違うんですよ。単純に言うと数十倍、場合によっては百
倍くらいの反響がくるという一つの状況があるんです。現在、その
声で一番多いのは『やる気が出る』『元気が出る』という声が一番
多いんです。特に水曜日の朝ですね、職場で皆がよく話す、それと
さあ頑張ろうという元気が出る、出てくる人たちが自分たちの目線
に近い人たちですから、そういう意味でも自分たちも何事かをなせ
ば、『プロジェクトX』に出てくるような入たちの仕事をなしうるの
ではないかという、日々の仕事への向き合い方とか、人生の指針へ
のある種の参考になってくれればいいのかなと思うところがありま
す。それで当初の話で言いますと、当初はこういった時代ですから
時代が閉塞的な状況になっていて私的に言うと、日本人に対しての
評価論が自ら卑下して自分たちの値段をすごく安いものである、ダ
メなものだというふうに、自分たちにこういったマイナス評価をつ
けているというところがあったのが一つと、日本人は発想力がない
とか、行動力がないとか言われておりますが、実はむしろ逆で、相
当大胆な発想をする民族であったり、『プロジェクトX』的にはとん
でもない行動をとるような、決断力のある民であるというのも含め
て、メッセージとして送りたいという部分もあったんですね。それ
と、もう一つはプロジェクトというものを、ものすごく考えまして、
戦後の産業興亡史というのは全部プロジェクトではないかと思って
いるところがあって数千、数万のプロジェクトというのが何をなし
たのか、何で負けていったのか、勝っていったのかというところが
あって、つまり組織という巨大組織が丸ごと動くというのが、基本
的に、物理的には不可能であって、ブレークスルーとか何かを生み
出すときは、必ず少人数体のプロジェクトで、ある目的性のために
集まった多種多様な能力を持っている人たちが結束したときにはど
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　　　ういうカが生まれるのか、逆にそういう力で日本は数千、数万のプ
　　　ロジェクトのバネでここまで来た国ではないかということでは、組
　　織的に一つの頂点を見始めているような時代になってくるときに、
　　　チームの本質、一番力が発揮できる状況とは何かというようなこと
　　　も含めてやりたいとか、そういう欲は番組の欲としてございました。
桝川：わかりました。一つ確認をしたいのですが、一つ目のところで、日
　　本人の再評価で、私はよく大学の教員が日本人には創造力がないと
　　　言うんですが、私はそれは間違いだという話をしているんです。基
　　本的に、この前のセブン・イレブンの番組を見ましても、コンセプ
　　　トはアメリカから借りてきますけれども、中昧はガラッと変えてい
　　　きますよね。ですからあれは完全にメード・イン・ジャパン、ジャ
　　パナィゼーションだと私は思うんです。ですから日本人はやはり創
　　造力があると私は思っているんです。そうすると、自己卑下になっ
　　　てきた日本人に対して、日本人の持っている能力とか、人間的価値
　　　をもう一度再確認させたい、『こんなふうにできるんだぞ』、『こうい
　　　う人間なんだぞ』というふうなことを現実の経験的なデータで示し
　　　たいというのが、一つあったと。もう一つは何かを成し遂げていく
　　　ときに、巨大組織とか、今、ちょうど組織の時代なんですけれども、
　　　そうではなくて、ある種の人問集団、十人とか、二十人のグループ
　　が、なんらかの形で結束して化学反応のように力がより集まるとか
　　　なりのことができますよ、そういうふうなメッセージを送ってみた
　　かったと、そういうふうに考えてよろしい訳ですね
今井：そうです。さらに付け加えますとプロジェクトとかそういったもの
　　　をうまく生かせていくもの、あるいはエネルギーになっていくもの
　　　というのは、そう単純ではないというものもあってですね、社史と
　　かいろいろ見ますと、何十年何月、何をやったというのがあります
　　が、実際人が頑張る動機というのは、例えば田舎の家族のこととか、
　　女房のこととか、全く違う個人のストーリーの中に人が頑張れるバ
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　　　ネがある、皆さんが頑張った理由や動機も含めて言うと、会社への
　　忠誠心とかそういった単純なものではないんです。一つ、やっぱり
　　仕事というものをどれだけ好きになれるか、なれないかということ
　　　と、あとは背負っているものに何を背負っているかというところが
　　仕事に向かうエネルギーだというふうに思ったんです。ですからそ
　　　ういう意昧で言うと、仕事というものをどういうふうに見つめるの
　　　か、考えるのかということをメッセージとしてもう一度考えたいと
　　　思いましたね。つまり人生の相当多くの時問を供する仕事というの
　　　は何だろうというのは考えてもらいたいなというのはございました
　　　けれどね。
柳川：仕事の人生に於ける価値は何だろうかというのを私もよく考えてい
　　　るんです。私も仕事をしておりますから、大学で教えているんです
　　　けれど、教えるというのがどんな意味をもつのか、自分はいったい
　　何を学生に手渡せるのかいつも考えています。おっしゃったように
　　私を動かしているバネは何だろうかとよく自分でも考えるんです。
　　　いくつかのバネがあってそれは大学に対する忠誠心というよりは、
　　職務に対する忠誠心が強いという気がするんです。
今井：1そうですね。
柳川：大学という組織体では、率直に言いますと組織体と私の関係は決し
　　　て絶対的な関係ではないという気がするんです。私の代わりは仕事
　　　の質を問わなければいくらでも代わりはあるという気がするんです。
　　　ところがそれ以外に背負っている、家族とか、子供とか、妻とか、
　　　あるいは両親とかそういうのを見ますとこれは掛け替えのない関係
　　　なんです。そういうバネの多様性はやっぱり伝えておきたかったと
　　　いうふうに言って宜しい訳ですね。非常に単純化したモチベーショ
　　　ン論でよく日本人は集団主義だとか、会社への忠誠心という話をし
　　　ますが、それは違うんだよ、別のメッセージも送りたかったんだと
　　　いうふうに考えて宜しい訳ですね。そうするとそういうふうなメッ
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　　　セージを送ったとき、比較的予想以上に働いている方たち、学生も
　　　含めて何かをやっていこうとする人たちが感動したと、生きていく
　　　勇気が与えられたと感じて、うけてきますよね。それは私が見てま
　　　すと基本的にトップのエリートだけで番組ができていないというと
　　　ころがあるような気がします。ホンダのプロジェクトを見たときに、
　　　ごく普通の中問管理職の方たちもいっぱい出てきますし、この前の
　　　電気ガマでも、非常に優れた経営者の他に家族という素人の方たち
　　　も参加したという形になっておりますし、宇津木妙子さんのときに
　　　も宇津木さんでもそれほど優れたエリートコースを歩いている訳で
　　　はなくて、そういう人がごく普通の自分たちは一部リーグになんか
　　　出れないと考えている選手たちに、出れるようにしていくストー
　　　リーになっていますよね。そうするとごく普通の人たち、ごく普通
　　　の中問管理職の人たちそういう人たちが、現場である仕事に取り組
　　　んだときにヒーローになれる、そういうふうなところを見て、自分
　　　たちも等身大というか言葉がありますが、比較的身近なところで自
　　分たちの仕事にももう一度価値付けをし直してくれるというふうな
　　感じで考えて宜しいでしょうか。
今井：ですから、若い人たちの反応ですが、あの人たちを見ていてカッコ
　　　イイと思うらしいんです。要するに、生き方がカッコイイと思うら
　　　しいんです。ですから必ずしも金儲けがしたいとか、すごく出世を
　　　したいなんて皆が思っているかと言ったらそうではなくて、かっこ
　　　よく生きたいという部分と彼らのある種の潔さだったり、先程おっ
　　　しゃいましたけれども職務への愛情、そういったものを非常にカッ
　　　コイイものだと皆が受けとめているんだと思います。そうすると普
　　通にカッコイイかと彼らが思っていた概念と実際にあの人たちを見
　　　ているときに、ある種作っている僕らも背筋がぞくぞくするぐらい、
　　人が綺麗に見える瞬間があるんです。そのことを皆が見始めている
　　　んではないかと思うんです。ですからたとえ地味でも、『プロジェク
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　　　トX』に登場する方がその後必ずしも皆さん偉くなった訳ではない
　　のです。こうなったという人がいて、そうでもなかったりする人が
　　いて、一社員で終ったり、中問管理職で終ったりする人が大部分な
　　のですけれども、皆そういうことよりもカッコイイ生き方をしてい
　　るかしていないかということがすごく大事になってきていると思う
　　んです。
柳川：そういったとき、今井さんから御覧になって彼らが綺麗に見える、
　　彼らがカッコイイというのは、よってきた由縁と言うんですか、そ
　　れはやっぱり生き方に紛れがないということなんですか
今井：そうだと思いますね。それとあと集中しているということだと思い
　　　ますね。つまり『プロジェクトX』で取り上げる人たちは必ずしも
　　人生60年あったら、まるまる全部集中しているわけではないんです。
　　　2年とか、3年とか、自分にとって人生の岐路だとか、人生で一番
　　やるべき仕事が来ているときに出てくる人たちですから、非常に人
　　　問の集中力が高まりますね。この仕事はやっぱり巡り会えた仕事だ
　　　という、仕事に対する運命性を皆さん感じている訳です、その舞台
　　で。そこで普通の人たちが遮二無二無理をしますね、集中しますと
　　エネルギーを高めていきます。その姿は想像ができないふうに見え
　　　てくるんです。あるいは想像ができないくらい彼らは動きますし、
　　考えますし、思いつきますし、純化しますよね。精神性が非常に純
　　化して仕事と自分、その駆り出しているもの、あるいは目指すもの
　　　との自分というふうに人が、人間が一番純化する瞬問だから、それ
　　　は本当にすごかったり、綺麗だったりしますよね。
柳川：・ということは、『プロジェクトX』で人に感動を与える人たちとい
　　　うのは、ごく普通の人だけれども、人生のあるとき、にクリティカル・
　　　ポイントみたいなかたちで出会ったところに、とにかく集中して光
　　　り輝いた一瞬を持った人たち、そういった人たちをとにかく照らし
　　　だしたい。その時にこれと関係して、お訊きしたいのですが、テー
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　　マというのは、いろいろあるんですがr宗谷』でも何でもそうです
　　が、そうしたテーマを発掘してくる訳ですが、そうすると、テーマ
　　を立てますよね、多分NH：Kの過去の資産とか全部調べたりすると
　　思うんですけれども、そういうことをやったときにモノになるテー
　　マというものと、最初に拾ったテーマと言いますか、成功率と言い
　　ますか、結実して番組になるまでの割合はどのくらいでしょうか。
今井：そうですね、一割ありますかね。
柳川：一割。その残りの九割というのはどの程度で見切りをつけるのです
　　か。それは何回かの会議をされるのですか。
今井：会議はうちはしません、一切やりません。会議は提案会議ではあり
　　ません。
柳川：そうですか。ではどういうふうにされているんですか。
今井：隣で話します。
柳川：フェイス・トゥー・フェイスで。そうすると今井さんは基本的に全
　　部の企画にタッチされるわけですか。
今井：勿論、全部タッチします。プロデューサーといってもうちは一人で
　　やっているところもありまして、通常規模ですと、もう少し多人数
　　でやったりしますよ、毎週ですから。ただこの番組を一人でやった
　　方がいいなと思いましたのは、皆もそう思ったんでしょうけど、い
　　ろんな価値観のバラツキが出るのが非常に怖かったのと、あとある
　　種の分隊、ある種のワン・フォワードで展開していきますが、その
　　時どういうふうに皆が同じようにできるかできないかという問題も
　　多分あったと思うんです。それで会議のことについて言いますと、
　　個人的な趣昧なんですが、会議が嫌いなのは、十人いますよね、下
　　手するとその中で二人しか考えてなくて、一時問やると八時間分の
　　時問を無駄にしていると僕思うんですよ。
柳川：分かります
今井：ですから、全員が議論してそこに集中して会議が成立すればいいん
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　　　ですが．．．。
柳川：必ずしもそうではないですね。
今井：そうじゃないとすると、相当沢山の人の時間を無駄にしているんで
　　　はないかということがあるわけです。それが長時間化すれば長時間
　　化するほど、そこで、例えば二時間になれば、それが十六時間に
　　　なったり、二十何時間になったりするという、その虚しさをずっと
　　　長い問思っていたものですから、前の班でもそうだったんですが、
　　提案をかけてやるのは一切止めることにしたんです。提案、ネタを
　　　どうやって決めるかというのは、一つは自分はこれをやるべきだな
　　　というテーマがあります。やりたいなと思いついたときのテーマも
　　　相当数あります。それとディレクターたちもこれが面白いんじゃな
　　　いか、これができないかという話をもってくることもあります、そ
　　　ういうのを話します。例えば石油をやろうと思っているんです、石
　　　油をなぜやろうかと思ったかというと、『プロジェクトX』をやり始
　　　めて思ったんですけれども、オイル・ショックの時にマツダのロー
　　　タリー・エンジンが開発中止になって、YS－11が生産中止になって、
　　　瀬戸大橋工事がダメになって、コンビニの用地取得がダメになると
　　　いうふうに、この『プロジェクトX』をやっていて相当多くのプロ
　　　ジェクトが、目の前に継続しているプロジェクトだけでもこれだけ
　　　すごい痛手を受けている時に、多分あのオイル・ショックで闇に消
　　　えていった数千というプロジェクトがあると思うんです。そうする
　　　と、その視点から考えたときに、石油とプロジェクトということを
　　　考えた時に、もう一つ新しい切り口や見え方があるんじゃないかと
　　　思ったんです。そうしたらそれは例えば、非常に大きな話になりま
　　　すから、サウジアラビアのアラビア石油から始まって、イランーイ
　　　ラク戦争からその後のオイル・ショック、今に至るまでの日本人と
　　　石油はどういうふうに向き合って生きてきたのかというテーマにで
　　　きると思っている訳です。それはいつやろうか、本当にそれをやろ
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うとするならサウジに行かねばなりませんし、サウジで向こうの油
商人をつかまえなくてはいけませんし、膨大な数の連中と会わなけ
ればいけませんから、それはいつ頃だったらできるのかというふう
に、ずっと頭では思い描いている訳です。それをできる力量のこが、
空くか、空かないかとか、ネタで言うと結構厳しいネタになるかも
しれないのでそういうことを中近東でも仕事ができるこで、なるべ
く能力のあるこが、その時期に空いてくるかどうか、いろいろなこ
とを睨みながら待っていたりする訳です。それから例えばH2ロ
ケットの話なんかも、いつやるかというのを構えているところが
あって、僕的に言うと、やっぱりロケット工学とか、ロケット開発
とかは、日本の科学技術の根幹だと思うんです。それをずっとアメ
リカに奪われていて、アメリカの部晶をみんな買いながら非常に不
自由なかたちでロケットを作らざるをえない、それから技術者たち
がアメリカのロッキードとかグラマンに行って、そこの宇宙科学、
ロケット技術の特許を破るためのロケット技術を盗みに行って自分
たちの自前のロケットを作るんだけれど転そこにまたアメリカが
これは買えだ、買えだとか、スーパー301条だとかいろいろやってき
ますよね、そういう意味で言うとロケットと航空機産業というのは
日本にとって技術の真中にあると思うんです。ですからYSもそう
いう意昧も含めて自国の空に自前の飛行機を作れない先進国でただ
一つの国は日本だけなんです。最高の技術者がいるのに、そのこと
を放棄してしまった、あれは政府決定ですからそのことの意昧は何
かと言うことを問い掛けたかったという部分も実はあるんです。H
2について言うと、H2が無駄ロケットだ、なんとかだと時々おっ
しゃる方もいらっしゃいますが、あれで例えば気象衛星ひまわりが
揚がっているとか、失敗のケースもアメリカの何百分の一の失敗で
しかないけれども、それにすぐ叩きに入って今後の科学技術を考え
れば、単に宇宙に飛ぶことというよりもロケット開発技術やその周
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　　辺の技術に影響をもたらすという意昧ではH2ロケットは絶対いつ
　　かの時点でやらなくてはいけないと思ってたりしていたんです。そ
　　　う思っているものをいつやるかというのを思っているのがあるんで
　　す。それともう一つ、ディレクターの方で、例えば来週やりますけ
　　れども、『えりも岬に春を呼べ』というのは、これはディレクター
　　が探してきたんです。これは最初僕は否定的だったんです。「えりも
　　岬がどうも昔、砂漢化していたらしいと、それを森に変えていく話
　　なんです」、という話で何かつまらなそうだという先入観があった
　　んです。どうしても取材したいというんで、一週間時間をあげたん
　　です。それこそ、戦後といいますか、世界の歴史でもないくらい砂
　　漢化してしまった地域があって、それを地元の漁師さんたちが半世
　　紀かけて一つの巨大な森を作って、昆布漁を蘇らせて、ある種の環
　　境のサイクルを取り戻すという戦いにまでテーマがとどいている訳
　　です。そうすると、それはやっぱりやるべきだということになって、
　　　もう隣に来て話をするだけです。ですから入れ代わり立ち代わり人
　　が来て、これはどうだろうか、俺はこれがやりたいんだと僕も言い
　　　ますし、来る連中も言う、それはもう会話のキャッチボールを一日
　　　に何度も何度も隙時問があれば、例えば僕が他の作業をやっていて、
　　相手に三分あるいは、五分の時間があれば、皆バーンと飛んで来て、
　　そこでば一っと話して、じゃそれで行こう、もう一週間だとか、も
　　　う二週聞だというふうにして提案とかネタは決まっていきます。
柳川：今、お話を伺っていると、基本的にえりも岬の話でも、普通の方の
　　非常に志の高い話ですよね、そういうふうのをやっていく、それは
　　　お金儲げとか、そういうのは関係なくて、或いはある種の価値観に
　　　よって動いていますよね。その時に、今井さんがおっしゃったよう
　　　に今井さんが自分で一人でやるのは価値観のバラッキがあるからだ
　　　とお話しされましたが、要するに取り上げるテーマのところにある
　　種の価値観の一貫性ちょうど企業で言うと、経営理念、コーポレー
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　　　ト・カルチャーというのがあるんです。そのカルチャーにあった仕
　　事しかしない、その仕事以外は選ばないということで特にいい会社
　　　があるんです。そういうことと同じだと考えて宜しいんですね。
今井：そうだと思います。
柳川：もう一つ、ディレクターの方が繰り返しおい出になられる時に、そ
　　　のディレクターの方を動かしている、ある意味でご自分の番組を一
　　つずつディレクターの方が作られているものですが、彼らを動かし
　　　ているものは志の高いプログラムを世の中に出すことに私も力を貸
　　　したい、動かしてみたいというところが大きいと考えて宜しい訳で
　　　しょうか。今井さんと同じ価値観をある程度共有した集団だと。
今井：最初は違いましたけれども、始めた時は。
柳川：話し合いをしている中から段々とそれは固まってきたと。
今井1これもプロジェクトですから最初は寄せ集め部隊ですから、必ずし
　　も恵まれた環境を歩いてきたディレクターでもないですし。
柳川：ああ、そうですか。
今井：ですから、こういう構成ものと言いますか、ある種の番組的に言う
　　　と最も高度なタイプの番組ではあるんです。ロケもしなければなら
　　　ない、取材力もなければいけない、ある種のストーリー性もなけれ
　　ばいけない。それからあのナレーション、独特の問合いの呼吸で書
　　いてますから、ただ情報を書くナレーションと違う、単に情報を書
　　　くだけではないというナレーションですから、そういう意味では相
　　当手馴れのディレクターがやっても中々できないというレベルに
　　元々目標値を設定しているんです。ですからそういう意昧で言うと、
　　一つは彼ら的には相当無理をして、かなりレベルの高いものをでき
　　　るという挑戦心と言いますか、挑戦する気分というのはすごくある
　　　と思うんです。後は、結果としてこの番組ができた後に、周辺から
　　起こるリアクションが桁が違うものですから、それでまた背筋が伸
　　びるということがあるんです。一番大きいのは、出演者との関係と
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　　いうのがありまして、取材対象者の人生を追っていますと、中々皆
　　すごいですから中途半端なものはできないという影響は大きいです
　　ね。要するにあのプロジェクトに参加した人たちがあれだけ苦境の
　　中で耐えしのんで頑張った人たちをやるのに、中途半端な気持ちで
　　番組を作るわけにはいかないという、大袈裟な言葉で言えば使命感
　　みたいなものが発生する番組ですね。
柳川：結局、対象者の方たちが、非常に優れた活動をされましたが、それ
　　を見ている時に向こうの方とこちらの方が、シンクロナイズドして
　　いくと考えて宜しいわけですね、こちらの方が向こうの方の魅力に
　　ある意味で引き込まれていく、そして感化されて彼ら自身もそうい
　　　うかたちの生き方、仕事の仕方を知らず知らずのうちに学習されて
　　　きたというふうに考えて宜しい訳ですね。
今井：ですから、変りましたね。
柳川：変った1？
今井：見事なまでに変りましたね。朝のニュースの送室系にいたことか、
　　中継グループにいたことか、基本的にこういう番組を全くやったこ
　　　とがないこが何人かはいたんです。技術的なことも含めて、そうい
　　　うこにはこの一年間で徹底しましたからタッチする前と変りました
　　ね。
柳川：まさにオン・ザ・ジョブ・トレーニングを一年間ガッチリやったと
　　いうふうに考えて宜しいんでしょうか。基本的に経験の無かったこ
　　には。
今井：そうだと思いますね。
柳川：前にクローズアップ現代の時に伺ったんですが、あそこではエース
　　級の人たちを選りすぐってやっているという話をされていたんです、
　　　と言うことは元々能力の高い人に番組を任せて四十人おられてそこ
　　で入れ代わりがあって、非常に激しい競争があってと言う話を彼は
　　　されていたんです。そういうかたちで番組の質が上がっていくとい
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　　　う話をされていたんです。こちらの場合はそうすると．．．変な話で
　　　申し訳ないんですが、会社で言ったら必ずしもエリートコースでは
　　　ないんですね。
今井：「ええ、違います、全然違います。でも今は番組部としては力が着
　　　くのは一番だと思います。この番組を一年問やりますと力砂着き具
　　合が半端じゃないですよね。ある種の時問もかかりますし、僕は
　　エースとかエリートとか落ちこぼれというのも結構まやかしの言葉
　　だと思っているのもありまして、それこそ本当にエースと言えるの
　　は百人に一人なんですよ。一年間あるとしますね、そうするとある
　　種のディレクターとしての才能、ディレクターとしての才能は何か
　　　と言いますと、ストーリー展開能力であったり、人を惹きつける魅
　　力であったり、そういうのをもっているこは百人に一人いるかいな
　　いかの話なんです。それ以外の人たちの中で、NHKに入って来るこ
　　の中で誰がエース級で誰がそうじゃないかというぐらいの基本的な
　　差があるかと言ったら実はなかったりもするんです。本当にエース
　　　とか言われている人は・百人に一人とか何＋人に一人ぐらいしかい
　　ないんですよ。エース級という言葉も中々怪しくて、本当にダメPD
　　だとか言われていたこが、それこそ今や部のエースと言われている
　　　こもいますよ。実際問題言いますと。
柳川：では、基本的にこういう仕事を通して、正に魂の触れ合うような仕
　　事をやる訳ですよね。そこで磨かれていくと変な話ですけれど、自
　　分の自己実現という話があって百パーセントの能力の果敢な発揮と
　　言いますかね、それまでそういうチャンスを与えられなかった人が、
　　　『プロジェクトX』をやりながら変る、成長すると一皮むけるという
　　言葉がありますけれど、そういう番組でもあると言うふうに考えて
　　宜しいかと思いますよね、内部から見たら。
今井：動きが変りますよね、・電話の取り方から出演者と話すときの話し方、
　　眼の力、暫く、振りに来る人はPDと会って驚きますね。どうしたんだ、
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　　顔付きが変ったなとか、眼の力が変ったなとか随分他の人から言わ
　　　れましたね。それはうちにいる複数のPDたちについてですけれど
　　　も。やっぱり人問ですから、色々他の恵まれている人に対するコン
　　　プレックスとかひがみとか、おどおどした感じとか卑屈な物言いと
　　か、色々なことを含めて人間は持つんですね、その環境の中で。そ
　　　ういうのが皆きれいさっぱり抜けて、皆に今後どうなりたいと訊い
　　　たときに、人事も含めて訊いたんですけれども、うちの班だけ全員
　　が書いた文章があるんですよ。「番組が上手くなりたい」という、
　　要するに仕事がもっと上達したいという、普通ならこういうポスト
　　　に就きたいとか、こういう状況になりたいとかそういうふうに前々
　　　の経験でいうと書きますが、自分の仕事が上達したいということを
　　全員がそろって書いたというのは、前代未聞じゃないかと言われま
　　　した。
柳川：大学の先生にもハッキリ言って二つありまして、一つは大学教師と
　　　いうポストが好きな人がいまして、ですからポストについてしまえ
　　　ば仕事はそこそこ、教育もそこそこという人がいるんです。私、五
　　年前に教授になったんですが、肩書きは年代と共に黙って付いてく
　　　ればいいものだからと、ただ外で仕事するときにはある程度の肩書
　　　きがいることは確かなんですが、それ以上の意味はないと思います。
　　基本的に私は教育するのが好きで、学生に接触していますから、学
　　生の未来の幸せに対して私は何かしたいと考えていますね、そうし
　　　た時に仕事が本当に好きで、これに生甲斐があると言うのがすごく
　　好きなんです。先程、『プロジェクトX』の人たちが会社への忠誠心
　　　というよりは、仕事そのものが好きなんだよという話をされました
　　　けれども、小出さんが有森さんと高橋尚子さんの違いを書いていた
　　　文章がありまして、有森さんはマラソンが好きじゃないんです、手
　　段として走っているんです、要するに自分が何者かになるために。
　　　尚子さんは好きで好きでたまらないんだ、これが違うんだという話
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今井：
柳川：
です。結局私は仕事を選ぶ時もそうですけれども、本当に仕事が好
きで上手になりたい、何らかの形で上手になりたいというのは、そ
れを通して他人にあげるものが増える訳なんです。そういうふうに
なっていくというのは、すごくいいことだと思うんです。その人に
とってもある意味で、目標が高くなって限りなく高くなっていく訳
です。ポストは手に入れたら終わりですけれど、永遠に挑戦してい
くというのができますよね。話はちょっと飛びますが、セブン・イ
レブンの話を見た時に、会長さんの陰に清水さんという方がおられ
ましたよね、ナンバー2の方。あの方が迷いながらくっ付いていっ
たという話を見まして一度、清水さんの話を聞いてみたいという気
がしたんですが。非常に強力なカリスマ性を持った人の陰で、くっ
付いていって見えないところで随分苦労されたんだと思うんですが、
あの方の非常に好ましいのは、俺がこれやった、あれやったとおっ
しゃらないですね、非常に控えめで日本人の良さを感じさせてくれ
たんです。
自分のやったことについては鈴木さんの百分の一も言っていません
から。商品の品揃えとか鈴木さんは発想者だったりする訳です。こ
うじゃないか、こうじゃないかというただそれに色々なことが実は
ついて行くかといったらついていってはしない。ある程思いつきに
近いようなところもあるわけです。当然そこが孤立して発生した場
合に本当にバカバカしいほどの雑用が発生する訳です。人が動いた
り、不満が募ったり、それこそ何銭までの帳簿の問題が発生したり
するという、実行化させるための実務過程が一気に噴き出す訳です。
ところが鈴木さんはあまり実務畑に興味がないんです。そのときに
実務を一つ一つ拾いながらいつも積み上げていくのは清水さんとい
うそういう二人なんです。
シナリオライターのようなかたちで描いていますよね、片一方の方
が。その時に実際に演じていく時の大工道具から何から具体的にい
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　　　ろいろありますけれどオペレーションのところの大変さはああいう
　　番組を見ないと中々分からないですよね。先程の話に戻りますけれ
　　　ど、そういうオペレーションのところで本当の縁の下の力持ちのよ
　　　うなことをされた方がいっぱいおられて、例えばPOSが始まる前に
　　手書きでPOSのことをやられた方とか串てましたけれど、ああいう
　　方を発掘してくるところにある種の狙いがあると。
今井：ナホトカ号のときに、一番僕が面白いと思ったのは、平田さんとい
　　　う定年退職したコーヒーメーカーの資財課のおじさんがいます。ナ
　　　ホトカ号の救援物資が入り乱れて大混乱しているときに六十二歳の
　　　コーヒーメーカーの倉庫の元課長さんが現れて、一気に解決しちゃ
　　　う訳なんですよ。その時に先入れ、先出しの原則というのをやるん
　　　です。それと倉庫の中に二十パーセントの空間を作らなければいけ
　　　ないとか、それからコーヒー豆というのは二週間で風味が消えるか
　　　ら必ず先に置いて動き易い動線の中で、それを出していかなければ
　　　ならないとか、見事なまでに、彼が積み上げてきた三十五年間の物
　　資整理の能力というんですか、倉庫課長としての能力をそこで発揮
　　する訳ですよ。そのすごみをやっぱり伝えたいんだと思うんです。
　　　それがプロなんだなと思うところがありまして、見ている人たちは
　　　そういうことを言われたことがないものだから、それで多分この番
　　組に対する視線と言いますか、目線が変られているんではないかと
　　思うんです。
柳川：私、大学で教えていますけど、実は小学校の先生とか中学校の先生
　　　とかが書かれた教育論というのを読むんです。実は大学の教師とい
　　　うのは小学校とか中学校の先生をバカにしていまして、俺たちが教
　　　えているものの方が、高級だと思っているんですよ。ところが向山
　　　洋一さんの『教育技術の法則化運動』を見ますと実に細かな、例え
　　　ば跳び箱を皆に上手に跳ばせるにはどういうふうに手を着かせて．．．
　　　ということから書いてある訳ですよ。私はああいうのはすごいとい
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　　　う気がするんです。ところが私たちは経営学というのを話していま
　　すといつも基本的に経営者というトップの話ばかりやるんですよ。
　　私はあるとき書評を書いて日本の企業が国際化していってアメリカ
　　　で現地の工場を立ち上げた社長さんたちのインタビューを読んだこ
　　　とがあるんです。私はその書評の中に安藤忠雄さんが書かれたエッ
　　　セイを引用しまして安藤さんは現場監督の大切さをおっしゃるんで
　　す。自分たちは設計図を描くけど実際に建てるのは現場監督なんだ、
　　　あれは山賊の親分みたいなもので、あの人たちがいなければ絶対建
　　　たないんだという話を書いているんです。ですから私は社長さんた
　　　ちがああしろと言ってやったという話だけでは、日本が海外に進出
　　　したときの本当の話は分からないと思うという話を書いたんです。
　　地を這うようにしてやったのは、多分ミドルの方とかローワーの方
　　　なんですね。そういう方たちの話を拾ってこなければ本当の意味で
　　　の現地化の話にはならないという話を書いたことがあるんです。で
　　すから本田技研でも何でも見ていて感じるのはトップも偉いけど、
　　　その次の下、その下、ごく普通の人たちが証言者として出てきます、
　　　あそこのところはもう完全に今井さんの基本的なポリシーだと考え
　　　てよろしいわけでしょうか。
今井：ですから、本田宗一郎物語というのはやりません。本田宗一郎のこ
　　　んなすごい人だという話でしたらまず本田の話はやりませんね。も
　　　う公刊されていることですし、本田宗一郎というオバケですから、
　　　ある種傑出した人の姿を見せられたとしても見ている人たちは、も
　　　うすごい人がいたなというだけのことなんです。見ている人たちに
　　　とって宗一郎というのは魅力的だなということ以上の意味はないん
　　　です。学びえないんです。
柳川：分かります
今井：ですからよく日本の経営者とか偉人伝みたいなのを書かれても、皆
　　　が遠いなと思うのには、なれませんよ。だけどあの時久米さんとい
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柳川：
今井：
柳川：
うチームリーダーがおっしゃっていたんですけど、このCVCCの開
発は一人の英雄、天才がいてやるものではないと、凡人かもしれな
いけれどチームが結束してチームの経験で戦うんだということを
おっしゃいましたよね。そのことがすごく大事だと思うんです。そ
れと、CVCCで言うと自分たちの車が環境破壊につながっていると
いうことで、目的が明確ですから、チームが戦えると思うんです。
目的が明確だからオヤジと戦えるということだと思うんです。
・ということは、今のお話を聞きますと基本的に私の大学も偏差値
真中ぐらいなんですけれど、そういう凡人と言うべき人たちが集
まってそれぞれに努力をして束になったときにある種の大きな才能
が出てくるんだということを一つのメッセージとしておありだと。
それからもう一つはそういう人たちを束ねる価値の紐帯みたいな目
標もそうですけれども、理念的なつながりと言いますか、それが非
常に組織を強くするんだと、集団を強くすると。
そうです。だから成功する、頑張れるプロジェクトというのは目的
が、明確でありうるかどうかというその一点ですよね。つまり青い
空を駆けるんだとか、北海道の人に絶対喜びを与えるんだという揺
るぎないものが、台風から日本を守るために富士の山にレーダーを
作るんだとか、VHSなんかであったら新しい産業革命を起こすんだ
というのがテーマですからそれが魅力的なフレーズとして、皆の心
に届くフレーズとして、それが言えているか言えていないかという
それだけにつきますよね。
わかりました、ということは私は経営学をやっていますとドメイン
コンセンサスという話をするんです、ある私企業がありますと、例
えばダイエーですと最初に非常に強力だったのが、価格破壊だった
り、フォア・ザ・カスタマーズという最初のキーフレーズがあれが
全ての人に従業員に納得して受けて、それで動くんだという話をし
た時には非常に強力だったんです。その後十年少し経って生活情報
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　　提案産業という話をしだして価値の混乱が起きてくるんです。そこ
　　　で受け入れられるような価値を発見してそれを言葉化していって伝
　　　えるようなことをやる方がどなたかいる訳ですよね、そのチームに
　　　はですね。その皆が納得して心の琴線に触れるような目標を作り出
　　す人たち、それがある種の見えないリーダーみたいなかたちでいる
　　　わけですよね、そういうふうに言ってよろしい訳ですね。
今井：ええ、構いません。ですからそれがどのくらい魅力ある言葉として
　　発せられるかというのは、一番の勝負どころですよね。
柳川：あと、ちょっと技術的なことをお伺いしたいのですが、プロジェク
　　　トXの場合に先程、こういう人に手が空くかどうか待っていると話
　　　されましたけれども、このディレクターの方たちは全部専属ではな
　　いんですか。
今井：いや、うちの班員です。
柳川：何人くらいおられますか。
今井：十二人です。
柳川：十二人ですか。これは異常に少ないですね。
今井：異常に少ないです、有名です。普通民放だと三十、四十人のディレ
　　クターがいて二十人くらいのリサーチャーたちがいて、うちはリ
　　サーチャーが一人なんです。
柳川：一人しかいないんですか。
今井：リサーチャーと言っても、普通の番組の取材でリサーチャーすると
　　いうのは補助ですね。資料を取りに行く時間がどうしようもないと
　　　きにスタッフが一人いるというそれだけです。
柳川：雑用係と考えてよろしい訳ですか。
今井：そうです。
柳川：そうすると十二人の方が基本的に全部自分で動いてやるという訳で
　　すか。
今井：ですから、ものすごいことになりますよ、始めると。取材を始める
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　　　と休みはないですね。
柳川：基本的にインタビューとか、何もかも全部あの方たちが、一人ディ
　　　レクターでされる訳ですか。
今井：全部やります。
柳川：そうすると伏見工業とか、セブン・イレブンとか、宇津木さんとか
　　　もそうですけれども、インタビューしてテープを撮りますよね、あ
　　　の中で実際に使われるものはどの程度なんですか。
今井：それは、ものによってよりきりですね。その分量によってよりきり
　　　ですけれども、相当これを聞くんだとか、かなり明確にして行って
　　　いますからダラダラは聞きませんよね。この人に聞くべきことはこ
　　　れとこれとこれだというふうに思っていて、分量を訊きたい訳では
　　　ないんですよ、このことを訊きたいというのを最初から見えてます
　　　からそういう意味でそれを聞き出すためにかかる時問というのがま
　　　ちまちになりますね。
柳川：そうすると、インタビューするときに話の流れではなくて基本的ク
　　　エスチョンは事前に作っていって、あるストーリーの中でのクエス
　　　チョンとしてディレクターの頭の中にあると考えてよろしい訳です
　　　ね。
今井：それは勿論あります。
柳川：そのときにそのディレクターの方がいろいろ考えた時に、今井さん
　　　はどの程度コミットメントされるんですか。絶えず話をしながら取
　　材をやっていくんですか。
今井：絶えず話します。もちろんそのロケ前の打ち合わせというのは、私
　　　とディスクが二人おりますから、入れ代わり立ち代わりですけれど
　　　も、編集マンも含めてやりますね。編集マンも含めてやることころ
　　が他のところと違うところですかね。つまりどういったものが撮れ
　　　る可能性があるのかということも含めてシュミレーションはします。
　　　それは相当綿密なシュミレーションをやりますね。勿論、シュミ
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　　　レーション通りには行きませんけれど。
柳川：ただ普通の取材と比べたら、はるかにシュミレーション通りに動い
　　　ていると考えてよろしい訳ですね。
今井：ええ、シュミレーションは狙って動いているというのは間違いがな
　　　いですね。
柳川：今井さんはディスクの方二人おられ、基本的にディレクターの四人
　　　で共作していると考えてよろしいんでしょうか。
今井：三人です、ディスクは一人しかつきませんから。
柳川：三人。ディスクは一人ですか。その方たちが順次入れ代わり立ち代
　　　わりタッチしながらということですね。
今井：僕の場合だと同時にクルーだけで五クルーぐらい走っているわけで
　　　すよ。ですから月曜の夜はナレーション書くまで貫徹なんですよ。
柳川：ナレーションは今井さんが書いているんですか。
今井：書きます。勿論、ディレクターが下原稿書いて、それを『プロジェ
　　　クトX』のコメントとしては頭から書きますね。それから昨日も朝ま
　　　ででしたけれども、今日もなんですけれども僕かディスクか最終稿
　　　になっていったときには貫徹で行っちゃいますね。どいう流れだと
　　　か、この人の言、この人がどういう生き方をしたのか、どう・いう本
　　　当のところをもう一回再構築、再検証し直しますから。
柳川：分かりました、今のお話を聞くと例えば最終的なところで今井さん
　　　がタッチされるときに台詞とかナレーションとか入りますよね、そ
　　　のときにあるストーリーの中である価値観の中で動いて行った時に
　　　その中でそぐわないものを外して直すと考えてよろしい訳ですか。
今井：そうですね、そぐわないものを外すというよりも、逆が多くて本当
　　　はもっとあるんじゃないかという話があるんです。例えば瀬戸大橋
　　　の杉田さんなんかはどうも杉田さんの実像が掴めませんで、悩みに
　　　悩みぬいたんですよ。それで構成版の段階でも分かりませんし、ロ
　　　ケが終わってきた段階でもよく杉田さんの実像が見えないんですね。
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　　　そうしているうちに丸亀高校の講演テープが出て来たんですよ。そ
　　　れで後から杉田さんの後半生をどう生きたかということが、編集に
　　　入ってから調べ始めたんです。そしたら彼は国鉄の理事だって、本
　　　支局のトップにだって立てる人問が出世を全て断るんです。娘のア
　　　イロンをかけて飯を作って生涯賃貸アパートに住んで、娘の成長だ
　　　けのために後半生の人生を全部費やすんです。そうした時に杉田さ
　　　んという人の見え方、聞こえ方が全部変わってきますよね。その時
　　　にその杉田さんという技術者の価値観とかどういうふうにもう一度
　　考え直せばいいのかというところで、またそこで悩んだりするんで
　　　すよ。その膨大な時問があるんです。ものすごいロング化といいま
　　　すか、永遠と作業が長引いていくと。
柳川：変な例え話で、例えばジグソーパズルで一つ作ろうとしたときに、
　　　どうしてもピッタリはまらないところがあると、そこのところをも
　　　う一度再取材してピッタリはまるものが見つかるまで追いかけると
　　　いうふうに考えてよろしい訳ですね。
今井：なぜなんだろう、なぜ彼はここでこういうことをしたんだろうかと、
　　疑問が出ることがあるんですよ。それで必ずそういうところを調べ
　　　ていったときに出てくるんです。なぜVHSの高野が松下幸之助のと
　　　ころに飛び込んだんだろうということの疑問が出た時に、ビクター
　　　の中に高野たちと違う製品開発をしていて本社に言えば潰されると
　　　いう具体的な製品開発の話があって、そうするともう親分のところ
　　　に飛び込む以外に手はないと思ったんだといいう状況が段々見てく
　　　るとか、そういうことなんだと思うんです。
柳川：分かりました。私たち組織論の中でセンス・メイキングということ
　　　を言うんです、というのはハタッと膝を打ってよく納得して分かっ
　　　たときにセンス・メイキングというんです、ということは今の話を
　　伺っているとその一人の人を追っている時に、なぜそうしたんだろ
　　　うかと分からないところがあると、それはとことん分かるまで突っ
一313一
柳川高行
　　込んでいって、その行動の一貫性をある程度納得してから載せると
　　　いうふうに考えてよろしい訳ですね。
今井：そうです、そうですね。
柳川：あと予算というのは、変な話で申し訳ないんですけれど、これどの
　　　くらいかかるんですか。ものすごくかかるでしょ。
今井：ものすごくかかりますよ。それはあの．．．。
柳川：企業秘密だったらいいんですけれども。
今井：ええ、金額の方は言えないんですけれども、スタジオセットでこの
　　前の『宗谷』の基地を運んで来た時に、二百万から三百万かかると
　　思っていただければいいと思うんですよ。それからスタジオに大道
　　具や美術さんとかやりますし、スタジオだけで一回四百万から五百
　　万かかるというふうに思っていただければいいんじゃないかと思い
　　　ます。
柳川：これは『プロジェクトX』が非常に評判が良くなった時に今井さん
　　のところで持ってこれる予算というのは段々増えてきたと考えてよ
　　　ろしい訳ですか。
今井：いえ、最初から予算はありましたけれど、めちゃくちゃ言いました
　　から。金くれなければやらないとか、ありとあらゆるダダをこねま
　　　したから、それはもう、かかるのは分かっていましたから。これだ
　　　け手間暇かけてVTRもやる、海外へも行く、スタジオもやるという。
　　ただ九時代でクロ現（クローズアップ現代）が撤退した後なんです
　　ね。要するに九時台で戦うという意味は、民放も総力を上げて作っ
　　てくるんですね、そういう意昧でいうと。ゴールデンで戦うという
　　のは、どういう事かと言うもう一つありまして、それは七時台の
　　ニュースの時間帯で戦うとか、深夜やるというのとは全然違うんで
　　す。だから民放の『ガチンコ』とか『火サス』とか見ていても各局
　　のエース級を火曜の九時台には持ってくるんです、特に火曜の九時
　　　というのは有名な時問帯でしてクロ現の撤退もこれが四、五パーセ
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　　　ントしか取れなくなったというところもあるんです。それは東京12
　　チャンネルが『なんでも鑑定団』というのがありますよね、12チャ
　　　ンネルが唯一視聴率を取る番組なんです。『ガチンコ』、『ナースのお
　　仕事』、『火サス』、『人気者で行こう』というそれぞれの社の一番工一
　　　スのチームが入って勝負するのが火曜日なんですよ、そういう意味
　　　で言うと火曜戦線を戦うというのは通常のやり方で勝負ができるか
　　　できないかというそういう時間帯であるというのは一つあったんで
　　す。ですから逆に言うと、どうせダメなんだろうということで置か
　　　れたということもあるんです。何を持って来てもボロボロになるん
　　　だろうというのがあって置かれたというのは最初の意図としては
　　　あったと僕は思いますけれどね。
柳川：なるほど。結局、競争関係の激しい番組なんですね。そうすると大
　　変失礼なことをお伺いしますけれども、今井さんはその中で勝ち
　　残って行くと言ったら変ですけれど、これだけの視聴率を取れると
　　　いう読みと言うか見込みはどういったといころにあったんでしょう
　　　か。
今井：VTRについては、酷いものを作らないという自信はありましたけれ
　　　ど、後はやってみたいと、この提案を考える時やってみたいという
　　　気持ちはすごくあったというのと、あとはどうせ、ライバル番組に
　　敗れるんだったら、思い切ってやろうとそういう意昧では人の意見
　　　というか、こういう新年度番組をという話になったらそれこそ何十
　　　人の人たちの船頭さんたちがバンバンバンバン話し合う訳で、それ
　　　は一切拒否しましたから。
柳川：それは結局、今井さんのワンマン・マネジメントのようなかたちで
　　　やらせてもらえたと考えてよろしい訳ですか。
今井：そうですね。ですから、皆どうせ失敗すると思っていたらしいんで
　　　すよ、博打ですね、このことについては。ただ僕の過去の勘という
　　　か、見てきたことで言うと、どうせ皆と一緒にやって責任を取るの
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　　　は自分だし、一人でやって責任取るのは自分なんですよ、我々の世
　　界は。僕なんかずっとドキュメンタリー特集畑をずっと歩いてきま
　　　したから。それで言うともう思い切ってやるしかないというか、や
　　　りたいと思う演出も含めて全て試してみる以外に、その時に新番組
　　　にだけには手を出すなというのが合言葉だったんです、皆の。やっ
　　　た瞬問に皆酷い目にあうからというのがあって。ですからそれが良
　　　かったのかもしれませんね。
柳川：今井さんの話を聞いていると、企業の新規事業を立ち上げる社長さ
　　　んと大変よく似ていますね。
今井：そうですか。
柳川：宅急便のところなんかは全員が大反対ですからね、基本的に。三越
　　切って、松下切って、退路を断って、もうこれをやらなければ潰れ
　　　るというかたちで社長さん一人でやっていますよね。ですからああ
　　　いうかたちを見てますと、どこかで企業家精神と合い通じるものが
　　　ありますね。先程の話の中で、例えば一言で言える言葉を発見する
　　　というのがありましたけれども、キーワードとか申しましょうか、
　　心の琴線に触れるような。私『プロジェクトX』を見てますと君の
　　隣の、ごく普通のお父さんが結構すごいことをやっているというこ
　　　とを、皆が感じているのかなとすごく感じるんですね。何の変哲も
　　　ないような人が先程の瀬戸大橋の方も後半生を見ていたらそんなす
　　　ごいことをやった人なんて誰も思わないような人生を歩まれるわけ
　　ですよね。そういう方の中に、ある種、そのきらめきと言いますか、
　　神々しさ、そういうのがあったと、しかもその時一定期問、ぐっと
　　集中して、あることを成し遂げられたというその輝きと美しさは伝
　　　えたいと。
今井：その輝きと、美しさを人生で持っているか、持っていないかという
　　　ことが人生の意味なんだと思うんですよ。生涯輝きっぱなしなんて
　　　ありえない訳ですから、その時の自信とか、輝いた記憶とかそれを
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　　持って生きれた時に、スタジオに出てくるあの顔になるんだと思う
　　　んですよ。
柳川：あの時、例えば、伏見工業の時も、いっぱい人がいますけれど、話
　　　を聞くときに何人かの方を代表して呼びますよね、スタジオに呼ぶ
　　時の呼ぶ方の選定基準はどのようなことで選んでおられるんですか。
今井：一つは、プロジェクトのかかわり方が非常に深い人ですね。それと
　　勿論、チームリーダーもいますし、そのことによって自分のその後
　　　の生き方に、すごくある種の影響を受けた人というのは呼びますよ
　　　ね。それが一番呼ぶ基準としては大きいですかね。
柳川：・と言うことは、人問と人間が接触した時に非常に大きな影響を与
　　　えられて、人生の生き方がある程度、方向付けられた人を呼ぶと考
　　　えてよろしい訳ですね。
今井：そうです、その方が言葉が力を持ちますから。皆さんTVを見てス
　　　タジオというのは非常に近い感じがあると思うんです。それでこう
　　　いうふうに当事者が出てくるスタジオというのはあまりなくて、ス
　　　タジオの方がTVよりも近いですから、見ている視線の距離からい
　　　うと、すごく近いわけですよ。TVで出ていると、TVというとある
　　種の空間の世界ですから、VTR空問の中で出てくる時と比べてスタ
　　　ジオに出てきた時には、割と普通に見える訳ですね。その人の背丈
　　　とか、顔のシワの刻み具合とか、もっと見える訳ですね。その時に
　　　自分との距離を測っているんじゃないかと思うんです。
柳川：先程から伺っていますと、基本的に今井さんの前には聴衆、視聴者
　　　の方がおられますよね、その方との心の距離をどうとるのかという
　　　ところに割と、ビビットに感じておられるというふうな気がするん
　　　です。ですから先程のよう経営者みたいなかたちの方はすごいけれ
　　　ど、俺とは関係ないよ、という話の人は最初から外すと、でとにか
　　　く近くて、近いけれども先程おっしゃったように、人生に一緒に歩
　　　いていく記憶と輝きをもっている人を主として選んでくると。で、
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　　　それは話をしながらディレクターの方とその話の中でそういう人が
　　　本当にいるかどうかというのが、ある程度テーマを選ぶ時のポイン
　　　トになるというふうに考えてよろしい訳ですか。
今井：ええ、それは構いません。
柳川：ちょうど2時になりましたので、お約束が一時間ということでした
　　　ので。今井さん、大変お忙しいのは分かっていますので。大変勉強
　　　になりました。面白かったです。これをまとめさせて頂きまして活
　　　字にして大学の論集に出したいと思っておりますので、その時に前
　　　もって今井さんにお送りしますんで、それでまずい所があったら
　　　削って頂きたいと思います。〆切が六月末なものですから、それま
　　　でに書き上げますけれども、出るのが大体九月くらいになると思い
　　　ます。それでやらせて頂きます。大変面白かったです。お疲れのと
　　　ころ申し訳ありません。もっと沢山聞きたいんですけれども、また
　　　分からないことがあったらお電話させて頂きたいと思っております
　　　ので、よろしくお願いします。どうもお疲れ様でございました。
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補論1　Prolectxを取り上げた雑誌記事には次のものがある
〔1〕「プロジェクトX　挑戦者たち　人気の秘密」、『週刊宝島』、2001年3
　　月14日、54－55ページ。
〔2〕「中高年が涙する秘密　NHK「プロジェクトX」に強い支持　家庭で、
　　職場で、居酒屋で、電車で、語り合われる。中島みゆきのテーマソン
　　グは、カラオケでも人気という。」『AERA』、2001年4月2日号、64－
　　65ページ。
〔3〕片山修、「2001年「新・日本生存システム」の研究　第2部　大人気
　　番組『プロジェクトX』が映し出した「新しい中問管理職」」、『週刊ポ
　　スト』、2001年6月22日、202－205ページ。
補論2　ケース・スタディー演習用課題
　（本インタビューを学生に読ませて、レポートを提出させる場合に、課題
として与えることの可能な問題群）
1．中島みゆきのオープニング・テーマ曲「地上の星」と、エンディン
　グ・テーマ曲「ヘッドライト・テールライト」（CD『短編集』収録）と、
　『プロジェクトX』のテーマとがどのように重なり共鳴し合っているの
　かを分析しなさい。
　（地上の星についてのヒント）
　①風の中のすばる、砂の中の銀河、草原のペガサス、街角のヴィーナ
　　ス、崖の上のジュピター、水底のシリウス、のそれぞれが何をシン
　　ボライズしているのかを考えてみなさい
　②名立たるもの、輝くもの、とは何をシンボライズしているのかを考
　　えてみなさい
　③つばめ、と、地上の星が、それぞれ何をシンボライズしているのか
　　考えてみなさい
　④見送られることもなく、見守られることもなく、というフレーズと、
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エンディングテーマのヘッドライト、テールライトとの関係を考え
てみなさい
（ヘッドライト・テールライトのヒント）
①ヘッドライトとテールライトの光源（明るさのみなもと）は一体
　何かを考えてみなさい
②ヘッドライトが照らし出す、まだ咲かぬ見果てぬ夢とは、誰に
　とってどんな内容を持った夢なのかを考えてみなさい
③テールライトが照らし出す、あどけない夢とは、誰にとってどん
　な内容を持った夢なのかを考えてみなさい　　　　一
2．『プロジェクトX』のメインテーマは何か？そしてそれがなぜ人々の共
　感を生むのかを説明しなさい。
　　（ヒント）
　①日本人のアイデンテイテイーの再確認、日本人の再評価という視点
　　から考えてみなさい
　②日本の産業の興亡史の主体をプロジェクトとして把えるという視点
　　から考えてみなさい
　③プロジェクトのメンバーの、どんな生き方が共感を呼ぶのか、とい
　　う視点から考えてみなさい
3．『プロジェトX』に取り上げられたプロジェクトの主人公達の生き方の
　カッコ良さ、美しさの理由は何に求められているか、説明しなさい
　　（ヒント）
　仕事に向かうエネルギーの源泉、仕事への全人格的コミットメント、
　集中心、仕事への強い愛情、使命感、等の視点から考えてみなさい
4．番組に取り上げられたプロジェクトの共通の成功要因は何か、考えて
　みなさい
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（ヒント）
プロジェクトにidentityを与えているプロジェクト目的の言語化と共
有という視点から考えてみなさい
5．今井プロデューサーが、1人で全ての番組制作にタッチすることの、
　組織論的意昧を考えてみなさい
　（ヒント）
　プログラム・ドメインの首尾一貫性の確保、プロジェクトX制作集団
　の制度化と制度的リーダーシップという視点から考えてみなさい
6．『プロジェクトX』の作成メンバーが大きく変化・成長した要因は何に
　求められるか考えてみなさい
　（ヒント）
　番組の主人公の生き方の何が、強い影響力を持ったのか、真っすぐな
　生き方はなぜ人を変えるのか、という視点から考えてみなさい
7．『プロジェクトX』の主人公達に見られるような組織体内部に於ける組
　織と個人の幸福な関係は、現代日本に於いても可能だろうか。もし不
　可能だとすれば、『プロジェクトX』の主人公達の時代と現代では、何
　がどう異なっているのだろうか。
　（ヒント）
　信頼という財の形成維持と消失という視点から考えてみなさい
補論3『クローズアップ現代』についての筆者の研究は次のもので
　　　ある
柳川　高行、1999年、「企業・組織研究　NHKクローズアップ現代はいか
にして制作されているのか」、『白鴎ビジネスレビュー』、第8巻第1号、141
－147ページ。
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柳川高行
（付記）
　本論は、2001年3月2日NHK放送センターに於いて行なわれた、NH：K
番組制作局　社会情報番組部　チーフ・プロデューサー　今井彰氏に対す
るインタビュー全文である。
　本稿の完成が著しく遅れ、意図していた内容とかなり異なる形で掲載さ
れることとなった原因は、ひとえに執筆者柳川の個人的事情にある。私事
に渡り恐縮であるが、12月末に入院した母が2月初旬に大手術を受け、余
命1年未満を宣告されてから3月半ばに意識不明となりそのまま5月10日
に他界した。その後の葬儀や49日の法要等々喪主としての私に悲しみにく
れるひまも無く忙殺された。なんとか気を取り直して仕事を再開できたの
は6月半ばを過ぎてからであった。本論の完成が遅れたことをNHK今井
彰プロデューサーに心よりおわびするとともに、経営学部論集委員会の皆
様方にも深くおわび申し上げます。
　本稿は頭初の考えでは、インタビュー部分を資料として用いて、筆者に
よる『プロジェクトX』脅）プログラム・ドメインのデザイン論と、プログ
ラム・デザインの外的コンセンサスの形成要因の分析、そして、『プロジェ
クトX』で取り上げられたプロジェクトが有する時代的・組織的補完関係
について詳細に分析し説明するケース・スタディーとして発表するつもり
であった。しかしながら先述したような筆者の時間的制約と能力的制約に
加え、刷り上り60ページ以内という論集執筆要領の制約とにより、詳細な
ケース・スタディーは次号に於いて行なうこととしたい。本インタビュー
の内容そのものを掲載することにも大きな学術的価値があると考えたこと
も全文を掲載した大きな理由である。次号に発表予定のケース・スタ
ディーの全体的な大まかなデザインに関しては、補論2　ケース・スタ、
ディー演習用課題を参照されたい。
　本インタビューが可能となったのは、筆者の深く尊敬する同僚教授であ
るとともにNHK客員解説委員をも務めておられる平山健太郎氏のご高配
があったからである。ここにそれを明記し心より感謝申し上げます。
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　また文字通り寸暇を惜しむ多忙さの中で、筆者の拙いインタビューに応
じて下さったばかりでなく、興味深いエピソードの数々と番組にかける
並々ならぬ情熱とを語って下さった今井彰NHKチーフ・プロデューサーの
ご厚意に対しまして、ここにそれを明記し心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001年7月11日　　大学にて）
（付記その2）
　8月初旬に私は、前期の試験間題とモデル答案と、授業用レジュメ、後
期の戦略論の演習用ケース、高校への出前授業のテープ起こし全文等に、
本インタビューの校正用初稿ゲラを、私の恩師である平田光弘先生にお送
りした。平田先生から8月12日付けの返書を頂いた。そのお手紙の中で先
生は、「本インタビューを最も興味深く読みました。今井氏らスタッフ全員
の番組作成への情熱と姿勢とに心打たれました。」という感想を記して下さ
いました。それは大変心嬉しい励ましでありました。
　実は8月上旬から私は、前期試験の採点を少しずつ進めながら、学生に
少しでも実力が着くようにと「全力投球」で教育してきたことに対する敗
北感と、徒労に賭ける虚しさとを感じざるをえなかった。先述したお手紙
の中で平田先生は、お送りした講義用資料について私の教育姿勢を大変評
価して下さった。私は迷いから脱け出すことができた。
　中島みゆきの歌う『プロジェクトX』のエンディング・テーマ曲「ヘッ
ドライト・テールライト」の歌詞にあるように、「旅はまだ終わらない」
のだ。「まだ咲かぬ見果てぬ夢」の実現に向かって私は今後も自からの信念
（mission）を高く掲げて歩んで行くこととしたい。迷いが生じたら、プロ
ジェクトXのビデオを見て、平田先生のお手紙を読み直すことにしよう。
本インタビューは私にとり忘れられない仕事となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001年8月23日　自宅にて）
（本学経営学部教授）
一323一
